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英国の歴史と教会

〇島国であったため、多様な民族が渡来

〇民族とともに、宗教･教会も変遷

〇自然崇拝からキリスト教へ

〇16世紀宗教改革

ローマ・カトリックから

⇒英国独自の国教会へ
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英国の歴史（前期）

巨石文化の時代
ケルト人の時代

BC5世紀

ローマの属州

時代（43）

アングロ・サク

ソン人の移住

（449）

キリスト教の布

教開始（597）

イングランド

王国（829）

ノルマン王朝

（1066）

百年戦争

（1339-1453）

英国教会成立

（1534）

絶対王政の全

盛（1558）
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英国の宗教事情
ケルト

自然崇拝

キリスト教

の伝来
• ３世紀

キリスト

教典礼取入
• 664年

国王至上法

宗教改革
• 1534年

統一法

英国教会確立
• 1559年
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フランシスコ会（ Order of Friars Minor）
聖フランシスコ

〇13世紀イタリア中部の街
アッシジ生れのフランチェ
スコによって始められた
カトリック教会の修道会
〇主張：無所有と清貧
〇英国王ヘンリー八世もフ
ランシスコ教会で洗礼を受
ける。
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1221年フランシスコ会の会則

◎われらの主イエス・
キリストの福音を守り、
服従のうちに生き

自分の物は何も持たず、
常に貞節のうちにあら
んことを。

〇修道士は頭巾付き
上着1枚だけ持ち、履
物は必要な者だけに
許される。

〇金銭を受取っては
ならず、何物も所有
せず、清貧と謙譲の
うちに主に仕えよ。

6



フランシスコ会修道士の衣服
『裸のキリストに、裸で従う』
そこで、
○茶色のフード付き衣服
○腰には、荒縄のベルト
○必要な場合には、靴・
サンダルを履く

（資料：sorellef.jugem.jp）
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中世英国の社会構造
（2層構造：土地保有者と農民）

王侯

領主・地主

農民
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煉獄の判断⇒寄進
土地保有者の選択（天国か地獄か）

死亡

病気 煉獄

寄進 天国

保持 地獄

犯罪 地獄
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信仰の二重の一致

フランシスコ会

無所有

教会施設

の必要性

領主・地主

宗教心

煉獄で寄進

第3者に譲渡
利便の提供
（ユース）
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ユース（信託）の利用

領主・地主

土地建物を譲渡

（委託者）

第3者所有

（受託者）

教会

修道士利用

（受益者）
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